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４.今後の事業展開（担当課としての提案）
平成22年度の事業の方向性

実施計画事業

行政改革事業事業区分 課長コメント
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、耐震補強設計（ 園） 園）
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公立保育所を利用する児童の安全を確保するため、耐震補強を計画的に推進する必要があります。
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